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北上川の源泉 弓弭（ゆはず）の泉 
岩手県と宮城県を流れる北上川は、全長が２４９㎞にも及び、日本で５番目に長い河川です。その源
泉はどこにあるかご存じですか？ 
北上川の源泉となっているのは、岩手町の御堂観音（みどうかんのん）境内にある「弓弭（ゆはず）の
泉」です。弓弭の泉には、由来についての伝説が残されています。 

          み ど う か ん の ん 

御堂観音 
正式には「天台宗北上山新通法
寺正覚寺」という。 
平安時代初期、坂上田村麻呂
が祈願所として建てたと言われて
います。 

                                   ゆ は ず 

「弓弭の泉」由来 
 

平安時代後期、前九年の役の際、源頼義・義家父子率いる朝廷軍はこの地方の安倍氏を
討つため軍を率いて北へと進んでいたが、炎天下によって兵馬ともに苦しんでいた。その際、源
頼義が大杉の根元を弓弭（弓のつるをかける先端部分）で突くと、清水が湧き出て兵馬たちを
救った。その後、朝廷軍は安倍氏を討ち、長い戦いを鎮圧した。 

  暖房器具を使用するこの時期は、タンクからの 

全長２４９㎞の北上川 源泉はここ！！ 
こちらが境内にある弓弭の泉 


